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 [Overview and purpose of the course]
生化学の基礎を再確認するとともに、生細胞の分子レベルの理解をさらに深める。また、生体を構
成する分子群の定性分析・定量解析の基本原理をしっかり習得する。これらの基本を土台にして、
高度な生命現象や生理学的現象の理解をめざす。

 [Course objectives]
学んだ内容と実務との関連について理解する。

 [Course schedule and contents)]
第１週ー木岡紀幸准教授、木村泰久助教担当：生命の本質にかかわる細胞の細胞外環境への応答機
構と恒常性維持機構について分子レベルの仕組みを講義する。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

第２週ー渡邊隆司教授、渡邊崇人助教、西村裕志助教担当：「糖質と脂質の生化学と酵素科学」植
物組織の微生物分解と関連する糖質と脂質の生化学、糖質、脂質、芳香族化合物の代謝に関係する
酵素、NMRによる生体分子の構造解析などについて講義する。　　　　

第３週ー植田充美教授、黒田浩一准教授、青木航助教担当：「オミックス解析とソフトバイオイン
フォマテイックスの生化学・生理学への応用」ゲノム、プロテオーム、メタボローム解析の手法と
原理、および、それらの生命現象への適用について講義する。　

Continue to 応用生命科学III(2)↓↓↓



応用生命科学III(2)

 [Course requirements]
学部で学んできた「基礎生化学」を身につけておくこと。

 [Evaluation methods and policy]
評価基準及び方針については、農学研究科学修要覧記載の「評価基準及び方針」による。
レポート。

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
『ヴォート基礎生化学（最新版）』 
『細胞の分子生物学（最新版）』

 [Study outside of class (preparation and review)]
授業前に予習と復習をしておくこと。

 [Other information (office hours, etc.)]
メールで打診して、予約をとることにより、随時質問などに応じる。


